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これからの社会を生きる力を育むIB教育について 

 今年度の生活・総合の時間ではIB教育のエッセンスを取り入れた学習を進めていきます。IB教

育とは，国際バカロレア機構（IB：International Baccalaureate）が設定する教育プログラム

です。IB教育を通して世界の複雑さや多くの課題に対処できる児童・生徒を育成し，児童・生徒

に「生きる力」となるための態度とスキルを身に付けさせます。 

 本校は文部科学省の示す学習指導要領に準じた教育活動を行うため，本来のIB教育のプログラ

ムを完全に実施することはできません。そのため，本校では，IB教育のエッセンスとなる部分を

取り入れた本校独自のIB教育を実践していきます。 

 

本校のIB教育目標 

「IBが設定する概念（「見方・考え方」めがね）獲得に向けた教育活動の実践」 

 

 このIB教育目標の達成に向けて，IB教育エッセンスとして以下の２つの内容で教育活動を進め

ていきます。 

 

（１）探究学習 

 IB教育の基本的な学び方は「探究学習」です。探究学習

とは，「①課題の設定」「②情報の収集」「③整理・分

析」「④まとめ・表現」のサイクルを行う過程の中で周囲

の人と情報交換や協働して進めていく学習方法です。 
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 第３学年の理科「磁石のはたらき」に探究学習を取り入れた内容をすると以下のような学習が

できます。 

① 「磁石にはどのような特徴があるのだろうか」「磁石は生活にどのようにかかわっているの

だろうか」と１人ひとりが調べたい課題を設定します。個人で課題を設定することにより，

主体的に学習に取り組む姿を育みます。 

② 実際に磁石を操作しながら実験したり，本やインターネットで調べたりしながら，課題解決

に向けて必要な情報を収集していきます。 

③ 集まった情報を表やグラフにして分かりやすく整理したり，他のグループの実験情報と比較

しながら分析したりします。 

④ 課題についての自分なりの答えを仲間と協働しながらノートやスライド等にまとめて発表し

ます。 

 これからの時代は，AIが社会を支え，デジタル化やグローバル化がさらに進展するなど様々な

変化を迎えていきます。時代が変化することで，これまで「正解」とされていたものが変わる可

能性さえあります。そのような社会の中では自分なりに考えて，自分なりに問いを見出して，自

分なりの答えを出す力が大切になってきます。この力こそ探究学習で育むことができると考えて

います。 

 

（２）概念 

 バンコク校では，７つの概念を「めがね」として児童生徒に提示し「めがね」の視点をもっ

て，自分なりの問いを設定し学習していきます。 

 特徴：それはどんなものか？ 

 原因：なぜそうなるのか？ 

 見方：どのような立場でみるか？ 

 変化：どう変わっているのか？ 

 関連：他とどうつながっているのか？ 

 責任：私たちは何をすべきか？ 

 働き：それはどのようにはたらくのか？ 

 概念の活用はIB教育だけでなく，各教科の学習指導要領でも「見方・考え方」として同じよう

に設定されています。特に「変化」や「関連」は，多くの教科でも設定されている概念（見方・

考え方）であるため，生活・総合だけに限らず，他教科でも概念を働かせた学習が行われていま

す。概念（見方・考え方）を働かせた学習を通して，深い学びの実現を目指していきます。 



 また，令和５年度の生活・総合の学習を基に各学年の「探究プログラム」を作成しました。こ

れを各学年で活用しながら，生活・総合学習の内容を深めていきます。 

【４年部 探究プログラム】 

 

 昨年度，職員研修やIB教育の計画等に取り組み，今年度がIB教育を実践していくスタートの年

になります。IB教育を通して子供たちの「生きる力」や「探究心」を育み，様々な課題を自分の

力で切り開くことのできる児童生徒の育成を今後も目指していきます。 

 

イマージョン教育について  

 本校では，今年度もイマージョン教育に取り組んでいきます。 

 

 イマージョン教育とは，カナダで始まった外国語教育の方式で，子供たちを

外国語環境に浸す（Immerse）ことで，教科学習と外国語の習得の両方を促す

教育形態のことです。 

 

 昨年度，本校では「Art English」を実施しました。第３学年から第６学年

の図画工作科において，「いっぱいつかってなにしよう」という単元で教科学

習を行いました。ネイティブ英語教師の “Let’s build long things.”

や，”Let’s build high things”という指示に子供たちはすぐに反応し，

楽しんで学習に取り組んでいました。 

 一般的にイマージョン教育では，言語能力に加えて，母語以外で学習を進

めていく中で他の言語や文化を受け入れる姿勢の育成や，言語学習に対する

意欲の向上が期待できるとされています。グローバル化が進む現代において

異なる文化や言語を受け入れ，理解できる人材が求められています。日本で

はなく，英語圏でもない，タイのバンコクで暮らす子供たちだからこそ，このような寛容な姿勢

を持つことができると思います。 

 事後アンケートでは，「Art Englishの授業に積極的に参加できた」や「他の教科も英語で学

んでみたい」という声も聞かれました。 



 

 イマージョン教育とは，簡単に言うと「英語で学ぶ」学習の方法です。「英語を学ぶ」ことに

重きが置かれる英語の授業とは違ったアプローチを通して，子供たちの英語力や，文化に対する

意欲を高め，より国際性に富んだ子供たちの育成を進めていきたいと考えています。 

 

中学部特別支援学級開設 

 令和６年度より、バンコク日本人学校の中学部にも新たに特別支援学級（中学部なかよし学

級）が開設されました。 

 令和６年度に開設された中学部なかよし学級は、以下のようにスタートをします。 

・学級は異学年の生徒で構成され、学年主任、担任、教科担任（国語、数学、理科、社会、

英語）が指導を行っています。 

・個々の状況に応じて、同学年の所属の学級で授業を受けるものもあります。（音楽、理

科、美術、技術／家庭、保健体育については全員所属学級での授業参加となっていま

す。） 

 ・小学部なかよし学級との交流活動を行います。 
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